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第3章 小樽港の目指すべき姿 

 

3.1 意見・優位性・役割等の整理 

意見・優位性・役割等の整理を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・
物
流
と
観
光
・
交
流
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
機
能
再
編

 

・
小
樽
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
寄
与
、
連
携

 

・
地
域
の
将
来
像
を
想
定
し
た
港
の
役
割
検
討

 

・
港
湾
機
能
維
持
の
た
め
の
労
働
力
確
保

 

・
石
狩
湾
新
港
と
の
連
携

 

・
小
樽
港
の
優
位
性
を
活
か
し
た
将
来
展
望

 

・
取
扱
貨
物
の
荷
主
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
整
備

 

・
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
利
用
促
進

 

・
安
全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

 

・
R
O

R
O
航
路
の
活
用
に
よ
る
対
岸
貿
易
の
活
性
化

 

前
回
ま
で
の
委
員
会
意
見

 

・
防
災
対
策
の
促
進
、
防
災
拠
点
の
形
成

 

・
老
朽
化
対
策
の
計
画
的
な
推
進

 

・
港
内
静
穏
度
の
確
保

 

・
大
型
船
の
操
船
に
配
慮
し
た
安
全
対
策
の
検
討

 
 ・
日
本
海
側
唯
一
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
航
路

 

・
中
国
と
の
直
航
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路

 

・
ロ
シ
ア
極
東
地
域
と
の
定
期
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
航
路

 

・
穀
物
取
扱
施
設
・
機
能
の
集
積

 

・
対
岸
貿
易
と
の
地
位
的
優
位
性

 

・
街
な
か
に
至
近
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空
間

 

・
新
千
歳
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性

 

小
樽
港
の
強
み

 

・
道
内
経
済
の
中
心
、
札
幌
圏
と
の
至
近
性

 

・
高
規
格
道
路
網
や
鉄
道
網
の
充
実

 

・
災
害
発
生
リ
ス
ク
が
少
な
い
地
域
特
性

 

 
関
連
計
画

 

・
港
湾
の
中
長
期
政
策
「
P
O

R
T

2
0
3
0
」
 

・
第

7
次
小
樽
市
総
合
計
画

 

物
流
の
活
性
化
、
「
み
な
と
観
光
」
拠
点
の
創
出

 

安
全
・
安
心
対
策
の
推
進
、
石
狩
湾
新
港
と
の
連
携

 

目
指
す
べ
き
姿

 

 
小
樽
港
の
課
題

 

⑤
 
ク
ル
ー
ズ
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

 

⑥
 
マ
リ
ー
ナ
と
周
辺
地
区
の
機
能
強
化

 

⑦
 
観
光
船
等
の
機
能
強
化

 

⑧
 
み
な
と
観
光
の
機
能
強
化

 

②
 
フ
ェ
リ
ー
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

 

③
 
穀
物
基
地
と
し
て
の
機
能
強
化

 

④
 
対
岸
貿
易
と
し
て
の
機
能
強
化

 

①
 
多
様
な
機
能
に
対
応
し
た
効
率
的
な
港
湾
空
間
の
構
築

 

⑨
 
安
全
・
安
心
の
機
能
強
化

 

（
観
光
・
交
流
）

 

（
安
全
・
安
心
）

 

（
総
合
的
視
点
）

 

（
物
流
・
産
業
）

 

 

・
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
新
興
市
場
の
拡
大
と
製
造
拠
点
の

 

南
下

 

・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
労
働
力
不
足

 

・
経
済
連
携
協
定
の
締
結

 

国
・
北
海
道
・
背
後
圏
に
お
け
る
役
割

 

 ・
北
海
道
の
産
業
・
経
済
を
物
流
面
か
ら
支
え
る
港

 

・
北
海
道
の
対
岸
貿
易
を
活
性
化
す
る
港

 

・
地
域
産
業
を
支
え
続
け
る
港

 

港
湾
利
用
者
か
ら
の
要
請

 

・
穀
物
船
大
型
化
に
対
す
る
喫
水
確
保

 

・
ク
ル
ー
ズ
船
大
型
化
へ
の
対
応

 
 

・
老
朽
化
対
策
の
推
進

 

社
会
経
済
情
勢

 

・
ア
ジ
ア
、
国
内
の
ク
ル
ー
ズ
市
場
拡
大

 

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
急
増

 

・
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
・
札
幌
延
伸

 

・
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
延
伸

 

・
ク
ル
ー
ズ
船
や
み
な
と
観
光
か
ら
北
海
道
観
光
の
振
興

 

を
支
え
る
港

 

・
北
海
道
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
支
え
る
港

 

・
国
際
港
湾
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
的
な
ウ
ォ
ー
タ
ー

 

フ
ロ
ン
ト
 

・
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

 

す
る
港

 

・
太
平
洋
側
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
に
対
応
す
る
港

 

・
荒
天
時
に
お
い
て
も
避
難
船
の
受
け
入
れ
に
対
応
で
き

 

る
港

 

・
小
樽
・
札
幌
・
後
志
へ
の
緊
急
物
資
等
の
輸
送
拠
点

 

・
ク
ル
ー
ズ
拠
点
港
と
し
て
の
地
位
確
立

 

・
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
入
環
境
の
整
備

 

・
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
老
朽
化
、
船
型
大
型
化
、
外
航
ビ
ジ
タ
ー

 

船
へ
の
対
応

 

・
景
観
を
意
識
し
た
賑
わ
い
機
能
の
充
実
・
強
化

 

・
多
様
な
背
後
観
光
拠
点
や
様
々
な
取
組
と
の
連
携

 

・
漁
業
や
倉
庫
な
ど
地
域
資
源
の
活
用

 

・
年
齢
を
問
わ
ず
安
心
し
て
楽
し
め
る
水
辺
空
間
の
創
出

 

・
小
樽
市
景
観
計
画

 

・
第

3
号
ふ
頭
及
び
周
辺
再
開
発
計
画

 

・
若
竹
地
区
水
面
貯
木
場
及
び
周
辺
有
効
活
用
計
画
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3.2 目指すべき姿 

小樽港の目指すべき姿を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ将 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 光 ・ 交 流 

 

 

 

 

 

 

フェリーを核とした物流機能の強化やクルーズ振興などによる賑わい

の創出により、ひと・ものが世界と行き交う北海道日本海側の物流・交流

拠点港としての発展を目指す。 

 

ひと・ものが世界と行き交う 

北海道日本海側の物流・交流拠点 小樽港 

物 流 ・ 産 業 

水産業を支える漁船 

賑わいを創出するクルーズ船 

マリンレジャーを牽引するマリーナ 

小樽観光を支える運河 

日本海側の物流を支えるフェリー 

将 来 像 

基 本 理 念 

海上観光を支える観光船 

地域産業を支える穀物船と穀物サイロ 

対岸貿易を支えるロシア船とコンテナ船 
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3.3 小樽港の基本目標と将来プロジェクト 

小樽港の基本目標と将来プロジェクトを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

将
来
に
向
け
た
課
題

 

小
樽
港
の
強
み
で
あ
る
多
様
な
機
能
を
生

か
し
た
港
湾
空
間
の
効
率
的
な
利
用
再
編

や
再
開
発
が
必
要

 

非
効
率
と
な
っ
て
い
る
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

機
能
の
向
上
が
必
要

 

水
産
業
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
の

強
化
が
必
要

 

穀
物
基
地
と
し
て
船
舶
大
型
化
や
保
管
施

設
の
効
率
的
な
配
置
へ
の
対
応
が
必
要

 

港
湾
の
諸
活
動
の
安
全
確
保
や
災
害
に
強

い
港
湾
施
設
の
整
備
が
必
要

 

円
滑
な
臨
港
交
通
の
安
全
確
保
や
港
湾
施

設
の
老
朽
化
対
策
が
必
要

 

大
型
化
に
対
応
す
る
マ
リ
ー
ナ
機
能
の
向

上
や
周
辺
地
区
の
賑
わ
い
創
出
が
必
要

 

点
在
す
る
観
光
船
発
着
場
へ
の
対
応
や
船

溜
ま
り
機
能
の
向
上
が
必
要

 

港
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
観
光
拠
点
の
創
出

や
都
市
側
観
光
資
源
と
の
連
携
が
必
要

 

ク
ル
ー
ズ
拠
点
と
し
て
船
舶
大
型
化
へ
の
対

応
や
受
入
環
境
な
ど
の
機
能
向
上
が
必
要

 

将
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

観
光
・
交
流
の
基
盤
強
化

 

安
全
・
安
心
の
基
盤
強
化

 

国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
あ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
や
ク
ル
ー
ズ
船
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
船
舶
が
寄
港
す
る
海
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
を
生
か
し
、
国
際
的
な
観
光
・
交

流
拠
点
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す
。

 

災
害
リ
ス
ク
が
少
な
い
日
本
海
側
に
位

置
す
る
天
然
の
良
港
で
あ
る
優
位
性
を

生
か
し
、
道
内
外
被
災
地
へ
の
災
害
支

援
な
ど
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

強
化
す
る
。

 

【
配
慮
す
べ
き
事
項
】
 

＜
石
狩
湾
新
港
と
の
連
携
＞

 石
狩
湾
新
港
と
共
に
道
央
圏
の
物
流
拠
点
と
し
て
、
日
本
海
側
の
物
流
の
多
様

化
、
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
太
平
洋
側
港
湾
と
の
競
争
力
の
強
化

 

基
本
目
標

 

物
流
・
産
業
の
基
盤
強
化

 

日
本
海
側
の
基
幹
航
路
を
は
じ
め
対
岸

貿
易
に
お
け
る
地
理
的
優
位
性
や
こ
れ

ま
で
の
港
湾
機
能
集
積
を
生
か
し
、
北

海
道
の
経
済
・
産
業
を
支
え
る
物
流
拠

点
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す
。

 

【1
】
 
日
本
海
側
フ
ェ
リ
ー
拠
点
の
形
成

 

【
2
】
 北
海
道
日
本
海
側
に
お
け
る

 

 
 

 
穀
物
基
地
の
形
成

 

【3
】
 
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ

る
対
岸
貿
易
拠
点
の
形
成

 

【
4
】
 沖
合
・
沿
岸
漁
業
を
支
え
る

 

水
産
活
動
基
盤
の
形
成

 

非
効
率
と
な
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
取
扱
岸
壁
や

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
機
能
の
向
上
が
必
要

 

【
5
】
 北
海
道
日
本
海
側
に
お
け
る

 

ク
ル
ー
ズ
拠
点
の
形
成

 

【
6
】
 北
海
道
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

 

拠
点
の
形
成

 

【
7
】
 
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
交
流

 

空
間
の
形
成

 

【
8
】
 道
央
圏
日
本
海
側
の
防
災

 

拠
点
の
形
成

 

【9
】
 
円
滑
な
港
湾
活
動
を
支
え
る
安

 

全
・
安
心
な
港
湾
空
間
の
形
成
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3.4 小樽港が目指す効率的なふ頭再編・利用再編イメージ 

小樽港が目指す効率的なふ頭再編・利用再編イメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
観
光
・
交
流
拠
点
】
 

・
小
樽
港
マ
リ
ー
ナ
（
機
能
強
化
）
 

・
若
竹
地
区
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
の
導
入

 
・
多
目
的
広
場
、
緑
地
整
備
な
ど

 

勝
納
ふ
頭

 

若
竹
地
区

 

旧
貯
木
場

 
ボ
ー
ト
 

パ
ー
ク
 

緑
地

 

穀
物
基
地

 
（
主
穀
物
）
 

防
災
拠
点

 

穀
物
基
地

 
（
主
穀
物
）
 

穀
物
基
地

 
（
副
原
料
）
 

ロ
シ
ア
船

 

ロ
シ
ア
船

 

【物
流
・
産
業
拠
点
】
 

・
勝
納
ふ
頭
（
フ
ェ
リ
ー
拠
点
、
穀
物
基
地
な
ど
）
 

・
中
央
ふ
頭
（
穀
物
基
地
、
ロ
シ
ア
船
な
ど
）
 

・
港
町
ふ
頭
（
コ
ン
テ
ナ
、
ロ
シ
ア
船
、
穀
物
基
地
な
ど
）
 

・
第

2
号
ふ
頭
（
ロ
シ
ア
船
）
 

水
産
活
動
基
盤

 

高
島
地
区

 
【物
流
・
産
業
拠
点
】
 

・
高
島
地
区
（
水
産
活
動
基
盤
）
 

・
手
宮
地
区
（
穀
物
基
地
な
ど
）
 

小
型

 
船
だ
ま
り
 

飼
料

 

工
場

 

製
粉

 

工
場

 

手
宮
地
区

 

観
光
船
な
ど
 

【観
光
・
交
流
拠
点
】
 

・
第

3
号
ふ
頭
（
ク
ル
ー
ズ
拠
点
）
 

・
第

3
号
ふ
頭
基
部
（
観
光
船
な
ど
賑
わ
い
拠
点
）
 

・色
内
ふ
頭
（
官
公
庁
船
係
留
な
ど
）
 

穀
物
基
地

 
（
米
・
大
豆
）
 

コ
ン
テ
ナ

 

【防
災
拠
点
】
 

・
勝
納
ふ
頭
（
耐
震
強
化
岸
壁
）
 

色
内
ふ
頭

 

ク
ル
ー
ズ
船

 
官
公
庁
船

 

＜
再
編
・
ク
ル
ー
ズ
＞

 
ク
ル
ー
ズ
拠
点
化

 

第
3
号
ふ
頭

 

＜
再
編
＞

 
第

1
期
運
河
・
 

第
2
期
運
河
よ
り
 

＜
再
編
・
ロ
シ
ア
＞

 
第

3
号
ふ
頭
・
 

中
央
ふ
頭
よ
り
 

第
2
号
ふ
頭

 

＜
再
編
・
穀
物
＞

 
第

3
号
ふ
頭
よ
り
 

中
央
ふ
頭

 
港
町
ふ
頭

 

＜
再
編
＞

 
第

1
期
運
河
・
 

第
2
期
運
河
よ
り
 

＜
再
編
・
穀
物
＞

 
中
央
ふ
頭
よ
り
 

マ
リ
ー
ナ

 

＜
再
編
・
穀
物
＞

 
第

3
号
ふ
頭
・
 

港
町
ふ
頭
よ
り
 

穀
物

 
企
業
等

 

フ
ェ
リ
ー

 
タ
ー
ミ
ナ
ル

 


